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(57)【要約】
　ユーザー（Ｕ）の腰部に配置されるウエスト部（２）
と、ウエスト部（２）よりも下方に位置し、ユーザー（
Ｕ）の前方を覆う前身頃（５）と、を備え、前身頃（５
）は、ユーザー（Ｕ）の下腹部を覆う前身頃本体部（５
１）と、前身頃本体部（５１）に設けられ、ユーザー（
Ｕ）の陰茎（Ｐ）が挿通可能なように形成された挿通孔
（５３）と、前身頃本体部（５１）に対して装着および
剥離可能に設けられ、装着状態において挿通孔（５３）
および挿通孔（５３）の周辺の所定領域（Ｗ）を覆い、
剥離状態において挿通孔（５３）から挿通された陰茎（
Ｐ）を露出可能なフラップ部材（６０）と、を有し、フ
ラップ部材（６０）には、装着状態において挿通孔（５
３）から挿通された陰茎（Ｐ）の亀頭（Ｋ）に当接可能
に設けられ、水分を吸水保持可能な吸水部（６７）が設
けられている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　環状に形成され、生体の腰部に配置されるウエスト部と、
　前記ウエスト部よりも下方に位置し、前記生体の前方を覆う前身頃と、
　を備え、
　前記前身頃は、
　　前記生体の下腹部を覆う前身頃本体部と、
　　前記前身頃本体部に設けられ、前記生体の陰茎が挿通可能なように形成された挿通孔
と、
　　前記前身頃本体部に対して装着および剥離可能に設けられ、装着状態において前記挿
通孔および前記挿通孔の周辺の所定領域を覆い、剥離状態において前記挿通孔から挿通さ
れた前記陰茎を露出可能なフラップ部材と、
　を有し、
　前記フラップ部材には、前記装着状態において前記挿通孔から挿通された前記陰茎の亀
頭に当接可能に設けられ、水分を吸水保持可能な吸水部が設けられていることを特徴とす
る衣類。
【請求項２】
　前記装着状態において、前記フラップ部材と前記前身頃本体部との間には、前記陰茎を
露出可能なスリットが設けられていることを特徴とする請求項１に記載の衣類。
【請求項３】
　前記挿通孔の直径は、前記陰茎の直径に対応して設定され、
　前記挿通孔の縁部は、伸縮不能に形成されていることを特徴とする請求項１または２に
記載の衣類。
【請求項４】
　前記フラップ部材は、少なくとも左右方向の一方側の部分が前記前身頃本体部に対して
接合されるとともに、上部が前記前身頃本体部に対して係脱可能に設けられ、
　前記吸水部は、前記フラップ部材に対して着脱可能に設けられていることを特徴とする
請求項１から３のいずれか１項に記載の衣類。
【請求項５】
　前記前身頃本体部のうち、前記所定領域に対応する部位は、防水素材により形成されて
いることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の衣類。
【請求項６】
　前記フラップ部材は、防水素材により形成されていることを特徴とする請求項１から５
のいずれか１項に記載の衣類。
【請求項７】
　前記所定領域は、前記生体の鼠蹊部と前記生体のウエストラインとにより囲まれた領域
に対応した領域であることを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の衣類。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衣類に関する。
　本願は、２０１７年６月３０日に出願された特願２０１７－１２９４３５号および２０
１８年６月２２日に出願された特願２０１８－１１９２８３号に基づき優先権を主張し、
その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　加齢による筋力の低下や前立腺肥大等によって排尿時の尿切れが悪くなり、尿道に溜ま
った尿がパンツの中で漏れる「尿漏れ」が発生することが知られている。漏れた尿は、ズ
ボンに滲みだす場合もあり、その対策が望まれている。
　例えば脊髄の損傷や前立腺の摘出等により、自らの意思に反して排尿されるいわゆる排
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尿障害を抱える疾病者についても、尿漏れの対策が望まれている。
【０００３】
　例えば特許文献１には、外装体と内装体の二重構造とし、内装体は前身頃と後身頃の間
の股間部に少なくとも肌に接する内表面を通気性，通水生を有するメッシュ生地で構成し
尿を吸収することができる保水部を形成するとともに、該保水部の外側に吸水材を出し入
れすることができる間隔を保持させて防水シート材による防水皿を装着し、全体の外表面
を外装体で覆ったことを特徴とする失禁パンツ（衣類）が提案されている。
【０００４】
　ところで、上述のような失禁パンツは、尿漏れによるズボンへの尿の滲みを防止するこ
とはもちろんだが、ユーザーの鼠蹊部と失禁パンツとの間からの尿の漏れ（以下、「脇漏
れ」という）や、尿を吸収した後における衛生面の向上等が望まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－２５４８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の態様は、尿漏れによる尿の滲みや脇漏れを防止できるとともに、衛生面に優れ
た衣類を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の態様は、衣類は、環状に形成され、生体の腰部に配置されるウエスト部
と、前記ウエスト部よりも下方に位置し、前記生体の前方を覆う前身頃と、を備え、前記
前身頃は、前記生体の下腹部を覆う前身頃本体部と、前記前身頃本体部に設けられ、前記
生体の陰茎が挿通可能なように形成された挿通孔と、前記前身頃本体部に対して装着およ
び剥離可能に設けられ、装着状態において前記挿通孔および前記挿通孔の周辺の所定領域
を覆い、剥離状態において前記挿通孔から挿通された前記陰茎を露出可能なフラップ部材
と、を有し、前記フラップ部材には、前記装着状態において前記挿通孔から挿通された前
記陰茎の亀頭に当接可能に設けられ、水分を吸水保持可能な吸水部が設けられていること
を特徴としている。
【０００８】
　本発明の第２の態様は、前記装着状態において、前記フラップ部材と前記前身頃本体部
との間には、前記陰茎を露出可能なスリットが設けられていることを特徴としている。
【０００９】
　本発明の第３の態様は、前記挿通孔の直径は、前記陰茎の直径に対応して設定され、前
記挿通孔の縁部は、伸縮不能に形成されていることを特徴としている。
【００１０】
　本発明の第４の態様は、前記フラップ部材は、少なくとも左右方向の一方側の部分が前
記前身頃本体部に対して接合されるとともに、上部が前記前身頃本体部に対して係脱可能
に設けられ、前記吸水部は、前記フラップ部材に対して着脱可能に設けられていることを
特徴としている。
【００１１】
　本発明の第５の態様は、前記前身頃本体部のうち、前記所定領域に対応する部位は、防
水素材により形成されていることを特徴としている。
【００１２】
　本発明の第６の態様は、前記フラップ部材は、防水素材により形成されていることを特
徴としている。
【００１３】
　本発明の第７の態様は、前記所定領域は、前記生体の鼠蹊部と前記生体のウエストライ
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ンとにより囲まれた領域に対応した領域であることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の第１の態様によれば、前身頃は、生体の下腹部を覆う前身頃本体部に設けられ
、生体の陰茎が挿通可能なように形成された挿通孔と、装着状態において挿通孔および挿
通孔の周辺の所定領域を覆うフラップ部材と、を有し、フラップ部材には、装着状態にお
いて挿通孔から挿通された陰茎の亀頭に当接可能に設けられ、水分を吸水保持可能な吸水
部が設けられているので、尿漏れが発生した場合であっても、吸水部で漏れた尿を吸収す
ることができる。したがって、尿漏れによるズボン等への尿の滲みを防止できる。
　装着状態において、挿通孔から挿通された陰茎の亀頭は、フラップ部材に設けられた吸
水部に当接しているので、脇漏れを防止できる。
　前身頃本体部の挿通孔から陰茎が挿通されているので、尿を吸収した吸水部は陰茎以外
の下腹部に接触することがない。したがって、吸水部に尿が吸収された後でも、ユーザー
の履き心地を害することがなく、従来技術と比較して衛生面に優れた衣類とすることがで
きる。
【００１５】
　本発明の第２の態様によれば、装着状態において、フラップ部材と前身頃本体部との間
には、陰茎を露出可能なスリットが設けられているので、フラップ部材の装着状態であっ
ても、スリットから陰茎を露出させて排尿することができる。これにより、従来の下着（
パンツ）と同様、違和感なく排尿することができるので、ユーザーにとって使い易い衣類
とすることができる。外観上も、従来の下着（パンツ）と同様、違和感のないデザインを
有する衣類とすることができる。
【００１６】
　本発明の第３の態様によれば、挿通孔の直径は、陰茎の直径に対応して設定され、挿通
孔の縁部は、伸縮不能に形成されているので、挿通孔から陰茎のみを挿通させることがで
きるとともに、挿通孔から陰嚢が挿通して前身頃本体部の外に露出するのを防止できる。
これにより、尿を吸収した吸水部は、陰嚢に接触することがない。したがって、吸水部に
尿が吸収された後でも、ユーザーの履き心地を害することがなく、従来技術と比較して衛
生面に優れた衣類とすることができる。
【００１７】
　本発明の第４の態様によれば、フラップ部材は、少なくとも左右方向の一方側の部分が
前身頃本体部に対して接合されるとともに、上部が前身頃本体部に対して係脱可能に設け
られているので、フラップ部材の上部を前身頃本体部から離脱させることで容易にフラッ
プ部材を前身頃本体部から剥離させることができる。吸水部は、フラップ部材に対して着
脱可能に設けられているので、フラップ部材を前身頃本体部から剥離させた状態で、フラ
ップ部材から使用済みの吸水部を取り外した後、フラップ部材に新たな吸水部を取り付け
ることで容易に吸水部を交換することができる。したがって、従来技術と比較して、吸水
部のみを交換することができるので、衛生面に優れた衣類とすることができる。
　吸水部のみを交換することができるので、従来技術と比較して、洗濯の頻度を減らすこ
とができる。したがって、ユーザーにとって使い易い衣類とすることができる。
【００１８】
　本発明の第５の態様によれば、前身頃本体部のうち、挿通孔の周辺の所定領域に対応す
る部位は、防水素材により形成されているので、フラップ部材の装着状態において、吸水
部が前身頃本体部に接した場合であっても、前身頃本体部に尿が滲むのを防止できる。こ
れにより、陰茎周辺を含む下腹部には、前身頃本体部から尿が滲み出て付着することがな
い。したがって、ユーザーの履き心地を害することがなく、従来技術と比較して衛生面に
優れた衣類とすることができる。
【００１９】
　本発明の第６の態様によれば、フラップ部材は、防水素材により形成されているので、
尿漏れが発生した場合であっても、吸水部で漏れた尿を吸収するとともに、フラップ部材
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から外部に尿が滲むのを防止できる。したがって、尿漏れによるズボン等への尿の滲みを
確実に防止できる。
【００２０】
　本発明の第７の態様によれば、所定領域は、生体の鼠蹊部と生体のウエストラインとに
より囲まれた領域に対応した領域であるので、この所定領域において、尿の滲みを確実に
防止できる。したがって、尿漏れによるズボン等への尿の滲みを防止できるとともに脇漏
れを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施形態に係る衣類を前方から見たときの説明図であって、フラップ部
材の装着状態を示す説明図である。
【図２】本発明の実施形態に係る衣類を前方から見たときの説明図であって、フラップ部
材の剥離状態を示す説明図である。
【図３】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿う断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の実施形態に係る衣類を前方から見たときの説明図であって、フラップ
部材の装着状態を示す説明図である。
　図２は、本発明の実施形態に係る衣類を前方から見たときの説明図であって、フラップ
部材の剥離状態を示す説明図である。
【００２３】
　図１および図２に示すように、本実施形態の衣類１は、いわゆるトランクスタイプの男
性用の下着である。さらに、本実施形態の衣類１は、後述のとおり、尿道に溜まった尿が
下着の中で漏れる「尿漏れ」への対策が施された尿漏れ防止下着である。以下に説明する
衣類１がトランクスタイプである場合は、本発明の実施形態の一例である。したがって、
本発明が適用される衣類１は、トランクスタイプに限定されることはなく、例えばいわゆ
るブリーフタイプであってもよい。
　各図において、衣類１の使用者としての成人男性であるユーザーＵを二点鎖線で図示し
ている。以下の説明における前後上下左右方向は、ユーザーＵから見た前後上下左右方向
と一致している。
【００２４】
　本実施形態の衣類１は、ユーザーＵの下半身に装着されるものであって、例えば全体が
主に綿等の天然繊維や、キュプラ、ビスコースレーヨン等の再生セルロース繊維、ポリエ
ステル等の合成繊維等により形成されている。衣類１の編地として、例えばフライス編み
やスムース編み、天竺編み等のヨコ編地や、ラッセル編み等のタテ編地が好適に用いられ
る。上述した衣類１の繊維や編地はあくまで一例であって、特に限定されない。
【００２５】
　衣類１は、ウエスト部２と、身頃部３と、を有する。
　ウエスト部２は、全体として環状に形成されており、衣類１がユーザーＵの下半身に装
着されたときに、ユーザーＵの腰部のウエストラインに沿って配置される。ウエスト部２
は、周方向に沿って弾性変形可能なゴム編み生地等の弾性繊維素材により形成されており
、伸縮性を有している。
　ウエスト部２の直径は、ユーザーＵのウエストサイズよりも若干小さくなるように設定
されている。このため、衣類１は、ユーザーＵが下半身に装着した時に、ウエスト部２の
収縮力によってユーザーＵの腰部に係止される。
【００２６】
　身頃部３は、ウエスト部２よりも下方に位置しており、ユーザーＵの下半身を覆ってい
る。身頃部３には、一対の脚ぐり３１，３１が形成されている。一対の脚ぐり３１，３１
は、幅方向における両側に設けられている。一対の脚ぐり３１，３１は、ユーザーＵの脚
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が挿通可能な孔となっている。一対の脚ぐり３１，３１には、それぞれユーザーＵの右大
腿部と左大腿部とが挿通されて配置される。
【００２７】
　身頃部３は、後身頃４と、前身頃５と、を備える。
　後身頃４は、身頃部３のうち脇中央部よりも後方に位置している。後身頃４は、ユーザ
ーＵの下半身のうち、主に臀部を覆っている。
【００２８】
　前身頃５は、身頃部３のうち脇中央部よりも前方に位置している。前身頃５は、ユーザ
ーＵの下半身のうち、主にユーザーＵの下腹部を覆っている。
　前身頃５は、前身頃本体部５１と、挿通孔５３と、フラップ部材６０と、を有している
。以下、衣類１の前身頃５について、詳細に説明する。
【００２９】
　前身頃本体部５１は、ウエスト部２よりも下方において、ユーザーＵの下腹部を覆って
いる。
　前身頃本体部５１には、挿通孔５３が形成されている。挿通孔５３は、前身頃本体部５
１の表裏を貫通しており、ユーザーＵの陰茎Ｐが挿通可能なように形成されている。
　挿通孔５３の直径は、ユーザーＵの陰茎Ｐの直径に対応して設定される。より具体的に
は、挿通孔５３の直径は、例えば日本人の成人男性における陰茎の標準的な直径である約
３．２ｃｍよりもわずかに大きくなるように設定されている。挿通孔５３の直径は、例え
ば衣類１のサイズ（Ｓサイズ、Ｍサイズ、Ｌサイズ等）に対応させて、複数のサイズを備
えていてもよい。
【００３０】
　ここで、挿通孔５３の縁部５３ａは、伸縮不能に形成されている。挿通孔５３の縁部５
３ａは、全周にわたって例えばステッチを施すことで伸縮不能に形成されてもよいし、全
周にわたって例えば補強用のパッチを縫合することで伸縮不能に形成されてもよい。挿通
孔５３の縁部５３ａは、伸縮不能に形成されているので、挿通孔５３から陰茎Ｐのみを挿
通させることができるとともに、挿通孔５３から陰嚢Ｆが挿通して前身頃本体部５１の外
に露出するのを防止できる。
【００３１】
　前身頃本体部５１のうち、挿通孔５３および挿通孔５３の周辺を所定領域Ｗと定義する
。所定領域Ｗは、例えばユーザーＵの鼠蹊部とユーザーＵのウエストラインとにより囲ま
れた領域に対応した領域である。
　所定領域Ｗは、防水性があり、かつ水蒸気を透過させる透湿性を有している素材により
形成されていてもよい。具体的には、布面に対して樹脂材料を薄く均一に塗布した後、熱
をかけて樹脂材料を乾燥させて被膜を形成した、いわゆる防水用のコーティング加工が施
された布材が好適である。
【００３２】
　フラップ部材６０は、前身頃本体部５１に対して装着および剥離可能に設けられている
。具体的に、フラップ部材６０は、左側部６３と下部６４とが前身頃本体部５１に対して
縫合されることで接合されている。
　フラップ部材６０の上部６２は、前身頃本体部５１に対して係合可能に形成されている
。フラップ部材６０の上部６２と前身頃本体部５１との係合手段は特に限定されないが、
本実施形態においては、前身頃本体部５１とフラップ部材６０の上部６２とに、それぞれ
面ファスナー２１，２２は貼付されており、前身頃本体部５１とフラップ部材６０の上部
６２とは、面ファスナー２１，２２により係合可能となっている。
【００３３】
　図１に示すように、前身頃本体部５１とフラップ部材６０の上部６２とを面ファスナー
２１，２２により係合することで、フラップ部材６０が装着状態となる。このとき、フラ
ップ部材６０の右側部６１と前身頃本体部５１とは、互いに固定されない。したがって、
フラップ部材６０の右側部６１と前身頃本体部５１と間には、スリットＳが形成される。
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スリットＳからは、フラップ部材６０が装着状態であっても、ユーザーＵの陰茎Ｐが露出
可能となっている。
【００３４】
　図２に示すように、面ファスナー２１，２２の係合を解除し、前身頃本体部５１とフラ
ップ部材６０の上部６２とを離脱することで、フラップ部材６０が剥離状態となる。フラ
ップ部材６０は、剥離状態において、前身頃本体部５１に対して縫合された左側部６３お
よび下部６４以外の部分、すなわち、フラップ部材６０の右側部６１および上部６２が前
身頃本体部５１から離脱している。
【００３５】
　図３は、図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿う断面図である。
　図２および図３に示すように、フラップ部材６０には、吸水部６７が設けられている。
吸水部６７は、例えば一般に吸収性ポリマー、高吸水性樹脂、高分子吸収体と呼ばれる高
吸水性高分子を不織布により包装することにより形成されたシート状の部材である。吸水
部６７は、例えば銀イオンが配合されることで抗菌効果および消臭効果を有していてもよ
い。本実施形態においては、吸水部６７は、市販のいわゆる吸水パッドと呼ばれる製品が
採用される。
【００３６】
　吸水部６７は、フラップ部材６０の内面（装着状態において前身頃本体部５１と対向す
る面）において、面ファスナー２２を除いた領域に設けられている。吸水部６７は、フラ
ップ部材６０の内面に対して、例えば両面テープ等により、着脱可能に貼付されている。
　図３に示すように、フラップ部材６０は、装着状態において挿通孔５３から挿通された
陰茎Ｐの亀頭Ｋに当接している。これにより、尿道に溜まった尿が漏れる尿漏れが発生し
た場合であっても、ユーザーＵの陰茎Ｐから漏れた尿は、吸水部６７により確実に吸収さ
れる。
【００３７】
（効果）
　本実施形態の衣類１によれば、前身頃５は、ユーザーＵの下腹部を覆う前身頃本体部５
１に設けられ、ユーザーＵの陰茎Ｐが挿通可能なように形成された挿通孔５３と、装着状
態において挿通孔５３および挿通孔５３の周辺の所定領域Ｗを覆うフラップ部材６０と、
を有し、フラップ部材６０には、装着状態において挿通孔５３から挿通された陰茎Ｐの亀
頭Ｋに当接可能に設けられ、水分を吸水保持可能な吸水部６７が設けられているので、尿
漏れが発生した場合であっても、吸水部６７で漏れた尿を吸収することができる。したが
って、尿漏れによるズボン等への尿の滲みを防止できる。
　装着状態において、挿通孔５３から挿通された陰茎Ｐの亀頭Ｋは、フラップ部材６０に
設けられた吸水部６７に当接しているので、脇漏れを防止できる。
　前身頃本体部５１の挿通孔５３から陰茎Ｐが挿通されているので、尿を吸収した吸水部
６７は陰茎Ｐ以外の下腹部に接触することがない。したがって、吸水部６７に尿が吸収さ
れた後でも、ユーザーＵの履き心地を害することがなく、従来技術と比較して衛生面に優
れた衣類１とすることができる。
【００３８】
　本実施形態の衣類１では、装着状態において、フラップ部材６０と前身頃本体部５１と
の間には、陰茎Ｐを露出可能なスリットＳが設けられているので、フラップ部材６０の装
着状態であっても、スリットＳから陰茎Ｐを露出させて排尿することができる。これによ
り、従来の下着（パンツ）と同様、違和感なく排尿することができるので、ユーザーＵに
とって使い易い衣類とすることができる。外観上も、従来の下着（パンツ）と同様、違和
感のないデザインを有する衣類１とすることができる。
【００３９】
　本実施形態の衣類１では、挿通孔５３の直径は、陰茎Ｐの直径に対応して設定され、挿
通孔５３の縁部５３ａは、伸縮不能に形成されているので、挿通孔５３から陰茎Ｐのみを
挿通させることができるとともに、挿通孔５３から陰嚢Ｆが挿通して前身頃本体部５１の
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外に露出するのを防止できる。これにより、尿を吸収した吸水部６７は、陰嚢Ｆに接触す
ることがない。したがって、吸水部６７に尿が吸収された後でも、ユーザーＵの履き心地
を害することがなく、従来技術と比較して衛生面に優れた衣類１とすることができる。
【００４０】
　本実施形態の衣類１では、フラップ部材６０は、左側部６３および下部６４が前身頃本
体部５１に対して接合されるとともに、上部６２が前身頃本体部５１に対して係脱可能に
設けられているので、フラップ部材６０の上部６２を前身頃本体部５１から離脱させるこ
とで容易にフラップ部材６０を前身頃本体部５１から剥離させることができる。吸水部６
７は、フラップ部材６０に対して着脱可能に設けられているので、フラップ部材６０を前
身頃本体部５１から剥離させた状態で、フラップ部材６０から使用済みの吸水部６７を取
り外した後、フラップ部材６０に新たな吸水部６７を取り付けることで容易に吸水部６７
を交換することができる。したがって、従来技術と比較して、吸水部６７のみを交換する
ことができるので、衛生面に優れた衣類１とすることができる。
　吸水部６７のみを交換することができるので、従来技術と比較して、洗濯の頻度を減ら
すことができる。したがって、ユーザーＵにとって使い易い衣類１とすることができる。
【００４１】
　本実施形態の衣類１では、前身頃本体部５１のうち、挿通孔５３の周辺の所定領域Ｗに
対応する部位は、防水素材により形成されているので、フラップ部材６０の装着状態にお
いて、吸水部６７が前身頃本体部５１に接した場合であっても、前身頃本体部５１に尿が
滲むのを防止できる。これにより、陰茎Ｐ周辺を含む下腹部には、前身頃本体部５１から
尿が滲み出て付着することがない。したがって、ユーザーＵの履き心地を害することがな
く、従来技術と比較して衛生面に優れた衣類１とすることができる。
【００４２】
　本実施形態の衣類１では、フラップ部材６０は、防水素材により形成されているので、
尿漏れが発生した場合であっても、吸水部６７で漏れた尿を吸収するとともに、フラップ
部材６０から外部に尿が滲むのを防止できる。したがって、尿漏れによるズボン等への尿
の滲みを確実に防止できる。
【００４３】
　本実施形態の衣類１では、所定領域Ｗは、ユーザーＵの鼠蹊部とユーザーＵのウエスト
ラインとにより囲まれた領域に対応した領域であるので、この所定領域Ｗにおいて、尿の
滲みを確実に防止できる。したがって、尿漏れによるズボン等への尿の滲みを防止できる
とともに脇漏れを防止できる。
【００４４】
　本発明は、図面を参照して説明した上述の実施形態に限定されるものではなく、その技
術的範囲において様々な変形例が考えられる。
【００４５】
　上述の実施形態では、本発明にかかる衣類１として、いわゆるトランクスタイプの男性
用の下着を例に説明をしたが、本発明の適用はトランクスタイプの男性用の下着に限定さ
れない。したがって、本発明にかかる衣類１としては、例えばいわゆるブリーフタイプの
男性用の下着や、いわゆるボクサータイプの男性用の下着等であってもよい。
【００４６】
　上述の実施形態では、衣類１のユーザーＵとして成人男性を例に説明をしたが、衣類１
のユーザーＵは成人男性に限定されない。したがって、ユーザーＵは、例えば排尿障害を
有する男性児童であってもよい。
　上述の実施形態では、衣類１のユーザーＵとして成人男性を例に説明をしたが、ユーザ
ーＵは、人間の男性に限定されることはなく、陰茎を有する生体に対して広く適用できる
。したがって、衣類１のユーザーＵは、例えば陰茎を有する犬や馬等の雄の動物であって
もよい。すなわち本実施形態の衣類１は、人間の男性に対しての適用に限定されることは
なく、雄の動物に対して適用されてもよい。
【００４７】
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　上述の実施形態の衣類１について、素材の構成は一例であって、上述の実施形態に限定
されない。したがって、衣類１の素材は、綿等の天然繊維や、キュプラ、ビスコースレー
ヨン等の再生セルロース繊維、ポリエステル等の合成繊維以外の素材、例えばシルクやポ
リウレタン等の繊維であってもよい。
【００４８】
　上述の実施形態では、フラップ部材６０および前身頃本体部５１の所定領域Ｗに対応す
る部位は、防水素材により形成されていたが、防水素材でなくてもよい。フラップ部材６
０および前身頃本体部５１の所定領域Ｗに対応する部位は、防水素材に替えて、撥水部材
により形成されていてもよい。
【００４９】
　上述の実施形態では、フラップ部材６０は、左側部６３および下部６４が前身頃本体部
５１に対して接合されるとともに、上部６２が前身頃本体部５１に対して係脱可能に設け
られていたが、この形態に限定されない。したがって、例えばフラップ部材６０は、下部
６４のみが前身頃本体部５１に対して接合されるとともに、上部６２が前身頃本体部５１
に対して係脱可能に設けられていてもよいし、上部６２のみが前身頃本体部５１に対して
接合されるとともに、下部６４が前身頃本体部５１に対して係脱可能に設けられていても
よい。
【００５０】
　さらに、フラップ部材６０は、全周が前身頃本体部５１に対して係脱可能に設けられて
いてもよい。この場合においては、フラップ部材６０と前身頃本体部５１とを離脱させる
ことができるので、例えばフラップ部材６０のみを洗濯する場合に好適である。
【００５１】
　上述の実施形態では、前身頃本体部５１とフラップ部材６０の上部６２とに、それぞれ
面ファスナー２１，２２は貼付されており、前身頃本体部５１とフラップ部材６０の上部
６２とは、面ファスナー２１，２２により係合可能となっていたが、前身頃本体部５１と
フラップ部材６０の上部６２とを係合する部材は面ファスナー２１，２２に限定されない
。したがって、前身頃本体部５１とフラップ部材６０の上部６２とは、例えばボタンで係
合されていてもよいし、例えば紐等により結束されることによって係合されていてもよい
し、いわゆるスナップ等によって係合されていてもよい。すなわち、前身頃本体部５１と
フラップ部材６０とが着脱可能に係合されていればその形態は限定されない。
【００５２】
　上述の実施形態では、吸水部６７は、フラップ部材６０の内面に対して、例えば両面テ
ープ等により、着脱可能に貼付されていたが、この形態に限定されない。したがって、例
えば吸水部６７は、フラップ部材６０の内面に対して、面ファスナーにより着脱可能に貼
付されていてもよい。
【００５３】
　その他、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、上記した実施の形態における構成要素を周
知の構成要素に置き換えることは適宜可能である。
【符号の説明】
【００５４】
１　衣類
２　ウエスト部
５　前身頃
５１　前身頃本体部
５３　挿通孔
５３ａ　縁部
６０　フラップ部材
６２　上部
６３　左側部（左右方向の一方側の部分）
６７　吸水部



(10) JP WO2019/004426 A1 2019.1.3

Ｋ　亀頭
Ｐ　陰茎
Ｓ　スリット
Ｕ　ユーザー（生体）
Ｗ　所定領域

【図１】 【図２】
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